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院長 横山 晶 

明けましておめでとうございます。 

皆さまにおかれましては、健やかに新年をお

迎えのこととお慶び申し上げます。あわせて、

昨年中の当院の地域医療連携事業に対する多大

なご支援に厚く御礼申し上げます。 

さて、今年の干支は「甲午」です。午は正午

というように、前半と後半の交差する数のこと

で、午年は新旧勢力の衝突がおき、成り行きに

よっては運命が一変する年だそうです。午年で、

今年還暦を迎える日本の代表者の靖国参拝が波

紋を広げていますが大丈夫でしょうか。馬にち

なんだことわざに「人間万事塞翁が馬」という

のがあります。人の世の禍福は予測しがたく、

福がいつ禍となり、禍がいつ福に転じるか分か

らないのだから、安易に喜んだり悲しんだりす

るべきではないというたとえです。日本の政

治・外交も「人間万事塞翁が馬」かも知れませ

ん。 

正月恒例の箱根駅伝は、母校の襷を繋ぐこと

への強い思いや厳しいシード権争いの中に起き

る筋書きのないドラマが感動を与えてくれます。

私は大好きなのですが、弊害の方が多いという

ような批判もあります。とにかくマスコミの

力？で巨大化し、選手の胸にあるスポーツ用品

各社のロゴマークがテレビ中継されるだけで 60

億円の宣伝効果ともいわれており、スポーツ用

品各社の受注レースも白熱化しているようです。 

2014 年度は診療報酬改定の年になります。今

回は、本体プラス 0.1％で決着しましたが、薬価

がマイナス 0.63％であり、消費増税に伴う仕入

れコスト増を含めるとネットではマイナス

1.26％となり、6 年ぶりのマイナス改定となりま

した。小泉政権時代から続いた医療費抑制政策

が医療崩壊を招いたのも事実ですので、同じ過

ちを繰り返すことがないように願っております。 

本年 2 月 8～9 日に、「暮らす」を支えるがん

看護―知・技・倫（みち）－をテーマに日本が

ん看護学会が当院の佐藤順子学会長のもとで開

催されます。昨年年頭の地域連携だよりにも書

かせて頂きましたが、新しいがん治療の目標は

これまでの「命を救う」から「元の暮らしを取

り戻す」になっています。まさにタイムリーな

企画だと思いますので、是非大勢の方の参加を

お願い申し上げます。 

 

当院の地域連携・相談支援センターは、昨年

は居室も統合され、紹介患者件数は年間約 4000

件以上で年々増加しており、医療相談件数も年

間約 7000 件以上と増加しておりますが、これか

らも、患者さんに対する前方・後方支援がより

円滑になるように、また、ご紹介頂いた先生方

への迅速な診療情報の提供が確実に行われるよ

うに精進してまいりたいと思いますので、気軽

に地域連携・相談支援センターをご利用下さい

ますようよろしくお願い申し上げます。 

今年一年の皆様のご支援とご健勝を心より祈

念いたしまして、年頭のご挨拶とさせていただ

きます。

 

 

年 頭 の ご 挨 拶 



 

整形外科部長（リハビリテーション担当） 守田 哲郎 

新潟県がんのリハビリテーション研修実行委員会委員長  

―「新潟県がんのリハビリテーション研修実行委員会」設立にあたってー 

がんのリハビリテーションをご存知でしょう

か。近年、高齢化の進行とともにリハビリテー

ションという言葉は医療や福祉の分野で盛んに

用いられ、患者の生活の質（QOL）向上を目指し

たリハビリテーションの重要性は広く各方面に

浸透してきました。しかし、がん医療の分野で

は、欧米ではがん治療の重要な一分野としてリ

ハビリテーションが位置づけられていますが、

わが国では、今まで当院を含めてがんセンター

などの高度がん専門医療機関においては救命の

みが重視され、「がん患者に対するリハビリテー

ション（がんのリハ）」は注目されず、リハビリ

テーション科専門医が常勤している施設はほと

んどなく、療法士もわずかという状況にありま

す。 

 一方、がん医療では医療技術の進歩にて、が

ん生存率は着実に改善しており、今やがん患者

の半数以上が治るようになってきています。が

んが“不治の病”であった時代から、今や“が

んと共存”する時代になってきたといえます。

このような状況下で単なる救命や延命でなく、

がん患者の障害の軽減や生活能力の改善をはか

るためのリハビリテーションはがん診療におい

て喫緊の重要課題になっています。実際、リハ

ビリテーションの医療現場でがん患者の障害の

軽減、運動機能低下や生活機能低下の予防や改

善、介護予防を目的としてリハビリテーション

を行う機会は多くなってきていて、がんにとも

なう身体障害はリハビリテーションの主要な治

療対象の一つになりつつあります。 

当院でもリハビリテーションは、以前は殆ど

が整形外科疾患で、わずかにがんの進行した患

者が依頼されるのみでしたが、数年前から積極

的にがんのリハビリテーションに取り組み、乳

癌、肺癌、食道癌では周術期からリハビリテー

ションに力を入れています。しかしマンパワー

不足は否めず、また院内のがんのリハビリテー

ションの認知度は非常に低いと言わざるを得ま

せん。 

「がんのリハビリテーション」は、がんの進

行度によって、１）予防的リハビリテーション

２）回復的リハビリテーション３）維持的リハ

ビリテーション４）緩和的リハビリテーション

に分類されますが、その他原発がんによる相違

もあり、がん医療全般の知識が必要とされ、摂

食・嚥下障害、浮腫、呼吸障害、病的骨折、運

動麻痺、精神心理などの障害に対する専門的な

知識や技術が必要です。したがって、がん患者

のリハビリテーションにかかわるスッタフは、

「がんのリハビリテーション」の知識やテクニ

ックを身につけておく必要があります。しかし

「がんのリハビリテーション」のご紹介 

 



最近までリハビリテーション専門職に対する

「がんのリハビリテーション」の研修プログラ

ムは存在せず、欧米と比較して、がんのリハビ

リテーションの教育・研究・普及やがん専門医

療機関においてその対応が遅れているため、我

が国でもその対策として厚生労働省の委託事業

としてライフプランニングによるがんのリハビ

リテーション研修が開始され、平成 20 年からが

んのリハビリテーション料が設定されています。 

新潟県内の状況をみると、がんのリハビリテ

ーションの研修を受けた施設は未だ非常に少数

で、研修なしでがん患者に対してリハビリテー

ションを行っている施設が多数あります。前述

のように「がんのリハビリテーション」には、

がん医療全般の知識が必要とされ、がんに起因

する様々な障害に対する専門的な知識や技術が

必要です。 

がんのリハビリテーション研修は、広く国内

各地で研修受講が可能となるように平成26年度

から各県で多施設のリハビリテーション関連の

多職種からなる「がんのリハビリテーション研

修実行委員会」がライフプランニングの指導の

もとで開催することになり、新潟県でも昨年 11

月、リハビリテーション関連団体が共同で“新

潟県がんのリハビリテーション研修実行委員

会”を設立し、がんのリハビリテーション研修

会を県内で開催すべく鋭意努力中です。この活

動を通して「がんのリハビリテーション」が広

く県内に浸透し、がん患者さんの福音となるこ

とを願っております。 

 

 

              

 

 

 

 

 

   テーマ 『暮らす』を支えるがん看護 ―知・技・倫
みち

の融合― 

会期：平成 26 年 2 月 8 日（土）～9 日（日） 

会長：佐藤 順子（新潟県立がんセンター新潟病院 看護部長） 

会場：朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター、ホテル日航新潟・万代島ビル 

【お問い合わせ先】 日本がん看護学会 URL: http://jscn28.umin.jp/ 

学会・講演会 開催予定のお知らせ 

がんのリハビリテーション研修会ワークショップ風景 

平成 25年度 いのちをめぐる連続講演会  テーマ ～スピリチュアル ケアとは～ 

「スピリチュアル ケアのむかうさき これからの展望」 

日 時：平成 26年 2月 28日（金） 18：00～19：30 

会 場：新潟県立がんセンター新潟病院 ２F 講堂 

講演者：谷山 洋三氏  東北大学大学院文学研究科（実践宗教学寄附講座）准教授 

＊会費は無料 事前申し込み不要 

【お問い合わせ先】新潟県立がんセンター新潟病院 地域連携・相談支援センター（内線 2267） 



 

新潟県立がんセンター新潟病院 地域連携・相談支援センター（地域連携部門） 

ＴＥＬ：025-234-0011  FAX：025-234-0022  受付時間 月～金 8：30～17：00 

地域連携・相談支援センターを通して予約した場合、原則として予約日当日に行える検査 

ＣＴ、 腹部超音波、 ＭＲＩ、 食道・胃・十二指腸内視鏡、 PET-CT 

時間外の FAX については、平日夜は翌朝、金曜夜から日曜は月曜の朝にお返事申し上げます 

月  火 水 木 金

４０１診  Ｄ 張　高明  Ａ 成澤　林太郎  Ｄ 廣瀬　貴之   Ｂ 小山　建一

４０２診  Ｃ 高山　亜美  Ｄ 今井　洋介  Ｃ 大倉　裕二  Ｄ 石黒　卓朗  Ｄ 今井　洋介

５０１診  Ｃ 大倉　裕二  Ｆ 谷　長行  Ｆ 谷　長行  Ｆ 谷　長行

５０２診
 Ａ 青柳(午前)
 Ａ 加藤(午後)

 Ｅ 大山  泰郎  Ａ 加藤　俊幸  Ｅ 大山  泰郎  Ｂ 阿部　徹哉

６０１診  Ｂ 横山　晶  Ａ 栗田 聡（隔週）  Ｂ 阿部　徹哉  Ａ 栗田　聡  Ｂ 田中　洋史

６０２診  Ａ 加藤　俊幸  Ａ 船越　和博  Ａ 佐々木　俊哉  Ａ 船越　和博  Ｃ 高山　亜美

２０１診  Ｂ 田中　洋史  Ｂ 樋浦　徹  Ｂ 才田　優

 Ａ 成澤　林太郎  Ａ 青柳　智也  Ａ 船越　和博  Ａ 加藤　俊幸  Ａ 成澤　林太郎

 Ａ 佐々木　俊哉  Ｂ 小山　建一  Ｂ 田中　洋史  Ｂ 才田　優  Ａ 栗田　聡

 Ｂ 阿部　徹哉  Ｃ 大倉　裕二  Ｄ 今井　洋介  Ｃ 高山　亜美  Ｂ 樋浦　徹

 Ｆ 谷　長行  Ｄ 石黒　卓朗  Ｅ 大山　泰郎  Ｄ 廣瀬　貴之  Ｄ 張　高明

１　診 浅見　恵子 小川　淳 渡辺　輝浩 小川　淳

２　診 渡辺　輝浩

１　診 佐藤　信昭（乳腺） 梨本　篤（胃） 土屋 嘉昭（肝胆膵） 中川　悟（食道） 瀧井 康公（大腸）

２　診 金子　耕司（乳腺） 松木　淳（胃） 野村　達也（肝胆膵） 藪崎　裕 （胃） 丸山　聡（大腸）

３　診 利川　千絵（乳腺） 會澤/小松崎（交替） 神林　智寿子（乳腺） 番場/西垣（交替） 佐藤（洋）/福本（交替）

予防ｾﾝﾀｰ乳腺 金子/長谷川 佐藤　信昭 神林　智寿子 佐藤/神林（交替）

吉谷　克雄 青木　正 篠原　博彦 青木　正
 篠原（1,3,5週）
 吉谷（2,4週）

新　患 小林　宏人 畠野　宏史 守田　哲郎 有泉　高志 村井　丈寛

再　来 守田　哲郎 有泉　高志 村井　丈寛 畠野　宏史 小林　宏人

原山　尋実 二宮　格 原山　尋実 原山　尋実

１　診 宇塚　岳夫 宇塚　岳夫 宇塚　岳夫 宇塚　岳夫

２　診 高橋　英明 高橋　英明 高橋　英明 高橋　英明

１　診 児玉　省二 本間　滋 笹川　基 児玉　省二 本間　滋

２　診 笹川　基 菊池　朗 菊池　朗 菊池　朗 笹川　基

３　診 児玉　省二 本間　滋 本間　滋 児玉　省二

１　診 高塚　純子 藤川　大基 竹之内　辰也 藤川　大基 高塚　純子

２　診 藤川　大基 竹之内　辰也
藤川（1,3,5週）
 高塚（2,4週）

高塚　純子 竹之内　辰也

１　診 北村　康男
小林（1,3,5週）
 北村（2,4週）

斎藤　俊弘 斎藤　俊弘 北村　康男

２　診 小林　和博
山﨑（1,3,5週）
 斎藤（2,4週）

小林　和博 山﨑　裕幸 山﨑　裕幸

原　浩昭 原　浩昭 原　浩昭 原　浩昭 原　浩昭

１　診 佐藤　雄一郎 富樫　孝文  佐藤　雄一郎 佐藤　雄一郎

２　診 甲斐　竜太 甲斐　竜太  富樫　孝文 甲斐　竜太

１　診 杉田　公 杉田　公 杉田　公 松本　康男 松本　康男

２　診 松本　康男 松本　康男 松本　康男 杉田　公 杉田　公

３　診 金本　彩恵 金本　彩恵 金本　彩恵 金本　彩恵 金本　彩恵

  坂村　律生 坂村　律生  

齋藤　義之 齋藤　義之 齋藤　義之 齋藤　義之 齋藤　義之

午前のみ  午前／午後  午前／午後

※ 変更となる場合がございますので、事前にご確認ください。（電話：025-234-0011）

新潟県立がんセンター新潟病院　2014年（平成26年）1月外来診療予定表
1月1日現在

内
　
　
　
　
　
　
科

新　患

(2診体制)

＊新患は２名の医師が担当します。当日の担当医についてはお問い合わせください。

Ａ：消化器　　Ｂ：呼吸器　　Ｃ：循環器　　Ｄ：血液　　Ｅ：内分泌　　Ｆ：糖尿病

泌尿
器科

＊新患については紹介状が必要となりますので、あらかじめご了承願います。

小児
科

 浅見　恵子(～11:00)

 長期ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来

 　　　　　(11:00～)

外
　
科

＊乳腺外科については原則予約制となりますので、あらかじめご了承願います。

呼吸器外科

整形
外科

＊整形外科は完全紹介制となりますので、あらかじめご了承願います。

神 経 内 科

脳神経
外科

婦人
科

＊婦人科３診については原則予約制となりますので、あらかじめご了承願います。

皮膚
科

形 成 外 科

緩和ケア科
＊当院に受診中であり、主治医より紹介された方を対象としております。

歯科口腔外科
（日本歯科大学より） ＊当院に受診中であり、主治医より紹介された方を対象としております。

眼　　科

頭頚部
外科

放射線
治療科

＊木曜日の新患依頼は対応できない場合がございます。ご了承願います。

麻　酔　科 丸山　洋一　、　高田　俊和　、　冨田　美佐緒　（　月～金　予約可能　）


